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研究成果の概要（和文）：　本研究は、スペインのフランコ体制とポルトガルの新国家体制の下での政軍関係と
その変化を分析したものである。両体制は、いずれも軍事クーデタを契機として成立したものの、体制と軍との
関係は対照的なものであった。この違いを生んだ要因を、主に政治アクターとしての軍に着目して解明すること
が本研究の目的である。
　本研究では、政軍関係論の理論を応用し、また一次史料を渉猟しながら、両国の政軍関係を比較の観点から分
析した。

研究成果の概要（英文）：　This research analyzes the civil-military relations (CMR) and its 
transformation under Franco regime in Spain and Portuguese New State. Although both regimes were 
established through military coup, the relationship between regime and armed forces were contrasting
 ones. The objective of this research is to clarify the causes of these differences focusing on the 
armed forces as a political actor.
　This research analyzes CMR in both countries based on the theory of comparative politics and the 
examination of primary documents.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、比較政治学においては、権威主義体制およびその下での政軍関係に注目が集まっている。民主主義体制
が徐々に権威主義化する中で、政軍関係も流動化する事態が頻発しているためである。
　本研究は、スペインとポルトガルを事例に、民主主義体制を打倒して権威主義体制が成立する過程、およびそ
こからの民主化過程における政軍関係の変化を分析したが、本研究の成果は、政治体制の変動期・流動期におけ
る政軍関係を分析する際にも有益な視座を提供するものと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年の比較政治学においては、権威主義体制やそこにおける軍の役割に関して再び注目が集
まっている。 
 本研究が対象とするイベリア半島両国(スペイン・ポルトガル)においては、19 世紀から 20 世
紀初頭にかけて軍の政治介入が常態化していた。また、スペインのフランコ体制(1939-75 年)と
ポルトガルの新国家体制(1933-74 年)は、いずれも先行体制に対する軍のクーデタが発端となっ
て成立した。 
 しかし、その後両体制は、軍との関係という観点から見ると、対照的な経緯を辿った。フラン
コ体制においては、フランコが自らの出身母体である軍を支配下に置き、体制と軍は一体化した
ことで、体制にとって軍は最も強固な支持基盤となった。他方、新国家体制においては、当初軍
出身の大統領の存在もあって、体制と軍との関係は密接であったが、1951 年にカルモナ大統領
が死去し、サラザールの実質的支配権が強化されてくると、体制と軍との距離が広まってくる。
1950 年代末以降、植民地戦争の泥沼化という状況も相まって、軍は体制にとっての潜在的脅威
となった。 
 こうした点を踏まえ、比較政治学における政軍関係論の枠組も踏まえ、両国の軍が、クーデタ
後に成立した権威主義体制をどのように認識し、その認識に基づいてどのように行動したかを
実証的に解明することが必要であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、スペインのフランコ体制とポルトガルの新国家体制の政治史を、政治アクタ
ーとしての軍の動向に着目しながら再構築することである。また、そこから得られた知見を踏ま
え、クーデタ後の軍の行動を類型化・理論化することを目指した。 
 本研究のより具体的な射程は次の通りである。第 1 に、スペイン・ポルトガルにおける権威主
義体制の展開と、体制と軍との関係について、実証的に解明・分析することである。 
 第 2 に、これまでの政軍関係論を包括的にレビューし、実証的な政治史研究の成果に基づい
て新たな理論的知見を提示することである。 
 
３．研究の方法 
 以上の目的を踏まえ、本研究が用いた手法は以下の 2つである。第 1に、スペイン・ポルトガ
ル本国での、体系的な史料調査である。研究代表者は 2019 年 9 月から 2年間、スペイン・マド
リードにて在外研究を行う機会に恵まれた。2020 年初頭から新型コロナウィルスの感染拡大に
よる研究計画の遅延はあったものの、数度にわたる史料調査を行うことができた。主な調査対象
は、スペインの総合軍事史料館(特にアビラ分館)と、リスボンの軍史料館である。 
 第 2 に、関連する二次文献の幅広い渉猟である。フランコ体制と新国家体制の政治史に関する
文献、両国の政軍関係史に関する文献、そして比較政治学における政軍関係に関する文献がその
対象である。 
 
４．研究成果 
 本研究で得られた成果は以下の通りである。 
 
(1)スペインとポルトガルの権威主義体制下における政軍関係の差異 
 フランコ体制は、スペイン内戦を経て成立したという事情もあり、個人としてのフランコにあ
らゆる権威・権力が集中した。この性質は、内戦終結後にも継承・強化された(武藤 2003)。そ
の中で軍は、カトリック教会・単一政党 FET とともに、体制を支える「柱」として機能した。 
 1940 年代までの体制初期において、軍は左派勢力への弾圧などの治安機能を担い、体制の対
内的・対外的生存に大きく貢献した。また、閣僚ポストなども一定数の軍人が占め、フランコ体
制と軍はかなりの程度一体化していたといえる。ただし、1940 年代前半までは、軍がフランコ
に完全に従属していたわけではなく、フランコは軍内では「同輩者中の第一位」にすぎなかった。
しかしフランコは、自身に匹敵しうる権威を持った有力軍人を少しずつ排除していき、軍内での
立場を絶対化していった。そのことで体制と軍との関係も変化し、軍は体制の「忠実な伴走者」
となっていく。 
 他方、1940 年代末には国内での反体制武力活動がほぼ終焉し、また 1950 年代には国際的孤立
も解消し、スペインは西側諸国の一員として迎えられることになった。こうして対内的・対外的
脅威が大幅に減ずる中、軍は軍事・防衛政策に専念するようになり、軍の非政治化が進んだ。 
 他方、ポルトガルの新国家体制においては大きく状況が異なった。1932 年にサラザールが首
相に就任するが、軍は従属的な立場に甘んじたわけでなかった。体制と軍との関係は、軍出身で
ある共和国大統領によってある種の均衡が保たれていた。共和主義的理念の強いポルトガル軍
にとって、首相の任免権を持つ公選大統領が軍出身者によって占められているという点が、サラ
ザール率いる新国家体制を受容できるポイントであった。 



 しかし、初代大統領であったカルモナが 1951 年に死去して以降、サラザールは軍出身ながら
も自身に忠実な人物を大統領に据えるようになる。さらに 1958 年の大統領選挙で、空軍出身の
デルガドが体制側候補に肉薄すると、サラザールは翌 1959 年の憲法改正によって大統領公選制
を廃止した。このことによって体制は軍の志向する共和主義的性質を放棄し、軍の側からすると、
大統領ポストの掌握を通じてサラザールの実質的支配に掣肘を加えることが不可能になった。 
 さらに体制と軍との関係を決定的に悪化させたのは、1960 年代以降の植民地戦争であった。
ポルトガルは西欧諸国の傾向に反し、アンゴラやモザンビークなどの植民地の維持に固執した。
激化する植民地戦争の矢面に立たされ、甚大な人的被害を出した軍内には、体制打倒の機運が醸
成されていった。 
 
(2)両国の政軍関係と体制移行の態様との関係 
スペインの体制移行は、オドンネルとシュミッターによって「協定主義」と定式化され、平和

裏でスムーズな移行のモデルケースと位置づけられた(スペイン・モデル)。「法から法へ」と表
現されるように、権威主義体制からの連続性の高い移行であったこと、移行を主導したのが軍で
はなく文民であったことは疑いえない。文民勢力も軍の動向には常に細心の注意を払っていた
し、軍も移行期に争点となった諸改革については強い関心を示していた。 
他方ポルトガルでは、1974 年 4 月に「カーネーション革命」によって新国家体制が打倒され

た。この蜂起は、新国家体制に不満を持った軍内の一部勢力によって担われ、軍はその後も移行
過程において主導的役割を果たした。すなわちスペインと比較すると、権威主義体制からの移行
は断絶という性質が強く、その主体が軍であったという点が対照的である。 
スペインにおいては、軍は権威主義体制とかなりの程度一体化し、反動的・保守的な価値観(反

共産主義、国家の一体性の重視など)を護持してきた。移行期に進められた政治改革はこうした
軍の価値観をことごとく否定するものであり、軍は当然移行過程と、その結果生まれた民主政に
対し、敵意を抱かざるを得ない。すなわち民主政の側からすれば、①自身と相いれない価値観を
持ち、かつ②(フランコ体制の下で非政治化が進んでいながらも)改革に対し介入し、場合によっ
てはクーデタなどの実力行使をも辞さない姿勢を示す、すなわち移行過程で急激に政治化した
軍に対し、いかに民主政や民主的な価値観への敵意をやわらげ、かつ組織的・制度的にもいかに
文民統制を確立するか、という点が課題になる。 
他方ポルトガルの場合、権威主義体制への不満を募らせ、最終的にその打倒へと至った軍は、

同時に自ら「統治者」として中長期的に移行過程を主導することを想定していた。結果的には軍
が政治に直接的影響力を行使した期間は短かったが、民主主義の観点からすると、いかなる価値

．．．．．．

観を有していても
．．．．．．．．

、軍が政治過程を主導し、その後も後見的な立場にとどまるのは好ましくない。
すなわち、軍をいかに政治の舞台から遠ざけ、「兵舎に戻す」か(軍を非政治化/脱政治化するか)
が課題になった。これをまとめたものが下の表である。 
 
イベリア両国における移行期の政軍関係 
 権威主義体制に 

おける政軍関係 
移行の態様 移行初期における 

軍の動向 
移行初期から 
後期の課題 

スペイン 体制と軍が相当 
程度一体化 

文民が主導 諸改革に反発した 
軍が急速に政治化 

軍の非政治化 
文民統制の確立 

ポルトガル 体制と軍は徐々に 
対立的関係へ 

軍が主導 軍が移行を主導し 
政治と一体化 

軍を「兵舎に戻す」 
文民統制の確立 

                              出典：著者作成 
 
以上が本研究の成果の概要であるが、次に本研究の位置づけ・インパクト・今後の展望につい

て述べる。 
先に述べたように、近年の比較政治学においては、権威主義体制とその下における政軍関係に

注目が集まっている。現在は、本研究の対象のように、軍事クーデタから民主主義体制が崩壊し、
権威主義体制が成立するという事例は稀になってきているが、ある政治体制が権威主義化し、そ
の過程で政軍関係も不安定化するという現象がしばしば見られる(トルコ、ブラジルなど)。本研
究の成果は権威主義体制からの民主化における政軍関係を分析したものであるが、民主主義体
制からの権威主義化という、政治体制の流動期における政軍関係の変化の把握・分析に際しては、
本研究で得られた成果が有益な視座を提供するものと思われる。 
今後は、本研究で得られた成果について、さらに精緻な理論化が必要であろう。先述の通り、

本研究で扱ったスペイン・ポルトガルにおいては、権威主義体制の成立とそこからの民主化のい
ずれの過程においても、軍が主体的な政治アクターとして関与した。他方、近年の権威主義化過
程においては、文民体制の権威主義化に際し、軍はやや受動的な立場に置かれている。堅固な文
民統制が確立されている現代において、政軍関係の変化を分析する際の理論枠組について、本研
究の成果も踏まえ、比較の観点に基づき構築することが求められよう。 
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